
目標１ 低炭素社会の形成

目標２ 循環型社会の形成 目標５ 環境と経済の共生

対象 目標値 令和3年度 令和4年度 前年度との比較

大気 100 95.6 95.6 →

水質（河川・海域） 100 97.6 97.1 ↘

水質（地下水） 100 99.5 99.5 →

騒音（自動車）※ 100 97.7 97.7 →

騒音（航空機） 100 100 100 →

騒音（新幹線） 100 95.8 87.5 ↘

ダイオキシン 100 100 100 →

環境基準の達成状況

［単位 %］

対象 令和3年度 令和4年度 前年度との比較

緑の面積 448.2 ha 448.8 ha ↗

市有施設におけるブラックリ
スト種（兵庫県）の使用

0件 0件 →

民有施設におけるブラックリ
スト種（兵庫県）の使用

0件 0件 →

環境基準の
達成状況

BOD 100 % 100 % →

DO 88.9 % 100 % ↗

Zn 100 % 100 % →

NP 100 % 100 % →

LAS 100 % 100 % →

生き物に関する講座・イベン
トの実施回数

66回 76回 ↗

身近な自然・生き物を大切に
している市民の割合

60.1 % 60.1 % ↗

市民農園の面積 22,159 m2 20,510 m2 ↘
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二酸化炭素排出量・太陽光発電設備設置容量の推移

対象 目標値 令和2年度 令和3年度 前年度との比較

二酸化炭素排出量 1,737 2,496 2,289 ↘

［単位 kt‐CO2］

ごみ量の推移

対象 目標値 令和3年度 令和4年度 前年度との比較

焼却対象ごみ量 119,501 127,797 124,511 ↘

［単位 t］

製造品出荷額あたりの二酸化炭素排出量（産業部門）の推移

対象 目標値 令和2年度 令和3年度 前年度との比較

製造品出荷額あたりの
二酸化炭素排出量

702 793 733 ↘

［単位 t⁻CO2/億円］

あまがさき環境オープンカレッジにおける講座の実施状況

対象 令和3年度 令和4年度 前年度との比較

参加者数 2,035 3,717 ↗

［単位 講座数：講座、参加者数：人］

・・・改善傾向/取組が大きく進んだ

・・・横ばい/取組が進んだ

・・・悪化傾向/取組が進まなかった

生物の生息・生息環境と市民の興味・関心の状況

目標４ 多様な生き物の生息（生育）環境の保全

目標６ 環境意識の向上・行動の輪の拡大目標３ 安全で快適な生活環境の保全

※令和3年度実績は速報値

※令和3年度実績は速報値

※令和4年度実績が未公表のため、令和3・4年度の欄にそれぞれ令和2・3年度実績を記載しています。
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